


低負荷安定スクロールコンプレッサーの判別方法

判別（1）ー➀

「建築物のエネルギー消費性能に関する技術情報 」平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅）現行版　※1

低負荷安定スクロールコンプレッサーとは、２つの渦巻き状のメカ（スクロール）が合わさって圧縮室を形成するスクロールコンプレッサーにおいて、
圧縮室内にバイパス経路を設け、低負荷時にバイパス弁を開いて過圧縮を抑制する構造を持つ圧縮機である

判別（1）ー➁
低負荷安定スクロールコンプレッサーの機構や手段の実機確認項目については、以下の通りである。
イ. カタログ、技術資料等による確認

低負荷安定スクロールコンプレッサーの機構の確認は、ルームエアコンディショナーのカタログや技術資料によって、 
搭載している圧縮機の方式が、低負荷バイパスを備えた『低負荷安定スクロール式』であることを確認する。 

ロ. コンプレッサー最小運転 Hz の出現の確認
コンプレッサー最小運転 Hz については、技術資料等で公表し、所定の方法（※1）でコンプレッサー回転数を計測することで確認可能である。

※1 作成：国立研究開発法人建築研究所

低負荷安定スクロールコンプレッサーの搭載については、その効率向上効果について、以下の文献などで紹介されている。
●特許第7165901号　スクロール圧縮機

2. エネルギー消費性能の算定方法
2.1 算定方法 第四章 第三節 ルームエアコンディショナー  （R��.��.��公開）

「付録 B 小能力時高効率型コンプレッサー搭載ルームエアコンディショナーの定義と判別方法」に記載の判別方法に基づいて、
低負荷安定スクロールコンプレッサーが小能力時高効率型コンプレッサーに適合することを下記に示す

低負荷安定スクロールコンプレッサー
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圧縮室内の圧力が周囲の圧力より高くなると、バイパス経路から圧力を逃がす圧縮機構

低負荷安定スクロールコンプレッサーの圧縮プロセス
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➀ ➁ ➂ ➃
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□圧縮室内圧力
従来、過圧縮により
発生していたロス

低負荷バイパスが作動し
不必要な圧縮を防止

【新方式】
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